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順位 都道府県名 浸水戸数

1 岡山県 30,995
2 宮城県 29,128
3 大阪府 25,749

9 福岡県 19,123
10 埼玉県 17,668

水害に対して脆弱な県土

地形と特徴

1

本県の河川は、西の奥秩父山地などから比企丘陵や武蔵野台地などを経て、東の荒川低地や中川低地など県土の37％を占める低地部に流れている。
本県には河川の合流点が多く、本川から支川への逆流や、支川から本川への排水不良など、洪水時に水位上昇しやすい原因を抱えている。
さらに、南東部はお椀の底のような地形になっていることに加えて地盤沈下の深刻な地域でもあることから、特に降った雨がたまりやすく、
はけにくい地域である。一方で、水害リスクの高い地域では、市街化による人口や資産の集中が進行している。
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浸水リスクの高い南部・東部の低平地に人口が集中 （出典：「全国ならびに都道府県別の浸水想定区域内人口の推移」
（日本災害情報学会第20回研究発表大会予稿集、2018.10）より河川砂防課作成）

（出典：国土地理院航空写真）

平成26年

浸水想定区域内人口・世帯数の増加

平成7年

（1.1倍 全国8番目）

（1.3倍 全国6番目）

三郷ＪＣＴ付近

本県は全国でワースト１０位

（出典：国土交通省「水害統計」より河川砂防課作成）

過去１０年間（平成2３年～令和２年）の
都道府県別浸水戸数 ワースト１０
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開発や企業立地の進行

平成7年 平成27年

約324万人

約109万世帯 約142万世帯

約347万人人口

世帯数



埼玉県の地盤沈下の状況
県東部（関東平野）を中心に地盤沈下が進行しており、沈静化してきた近年においても、未だ沈下が進行している。

1978.1.1～1988.1.1 1988.1.1～1998.1.1

2003.1.1～2008.1.1 2013.1.1～2018.1.1

関東平野北部における地盤沈下の状況

「関東平野北部における地盤沈下等の状況について（国土交通省 水管理・国土保全局水資源部（令和２年２月））」より引用

2

地下水位・地盤沈下量の推移

「令和元年地盤沈下報告書（埼玉県）」より引用
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最大約1.8m沈下

越谷市

「地盤沈下に関する集積データを用いた取りまとめ（環境省）（令和２年７月）」より引用
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河川・流域の特徴埼玉県の治水の歴史

古来、群馬県の北端を源とする利根川と埼玉県の秩父を源とする荒川は、県東部地域の低地で合流して東京湾に注いでいた。
江戸時代になり、新田開発や舟運開発、加えて江戸を水害から守るために、川を付け替える工事（「利根川東遷工事」、「荒川西遷工事」）が行われた。
その結果、利根川は栗橋から関宿・佐原・銚子を経て太平洋に、荒川は熊谷から川越・川口・隅田川を経て東京湾に流れることとなった。

利根川・荒川の変遷

3

利根川の東遷

荒川の西遷

茨城県五霞町

埼玉県加須市（旧北川辺町）

権現堂堤（幸手市）



河川・流域の特徴明治４３年の洪水 4

国土交通省荒川上流河川事務所ホームページ（https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00583.html）より埼玉県河川砂防課で作成

○ 明治以降、荒川最大の出水とも言われる明治43年の大洪水は、埼玉県内の平野部全域を浸水させ、東京下町
を壊滅的な被害に追いやる。

○ 埼玉県内の堤防決壊314カ所、死傷者401人、住宅の全半壊・破損・流出18,147戸、非住宅10,547戸、農産
物の被害は2400万円（現在の資産価値で1,000億円）を超えた。

○ この未曾有の大水害に明治政府は、臨時治水調査会を設けて、荒川の上流部と下流部に分けて、抜本的な治水
計画を樹立する。

明治43年（1910年）氾濫の図（埼玉県立文書収蔵写真資料より）

堤防決壊の光景（熊谷市村岡付近）
（さいたま川の博物館より）

軒にせまる濁流（川越市）
（埼玉県立文書館収蔵写真資料より）



河川・流域の特徴荒川放水路の開削（荒川下流部の改修） 5

○ 明治43年の大洪水を契機に、東京の下町を水害から守る抜本策として明治44年に着手し、大正13年に通水を
開始、昭和5年に完成。これにより、東京東部・埼玉南部の低地帯は洪水から防御され、一気に市街地化が進む。

○ 令和5年は、荒川放水路通水から100年です。

荒川放水路改修平面図

【計画概要】
北区の岩淵に水門を造り本流を仕切り、岩淵の下流から中川の河口方面に向けて、延長

22km、幅500ｍの放水路を開削

【工期】
明治44年（1911年）～昭和5年（1930年）

【総工事費】
31,446,000円 ※現在の価値に換算すると約2,300億円（土地買収、家屋移転等に関する費用を除く）

【土地買収面積等】
土地買収面積：1,088ha、移転戸数：1,300戸

②蒸気掘削機を使い
水路を掘削する。

①人の力や馬の力を使って
河岸部を平らにする。

③水路に水を引いてから、
浚渫船を使ってさらに深く掘る。

埼玉県川口市

東京都北区

国土交通省荒川下流河川事務所ホームページ（https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/）より埼玉県河川砂防課で作成



河川・流域の特徴荒川上流部改修工事 6

○ 大正7年から始まる荒川上流改修工事の施工区域は、赤羽鉄橋から大里郡武川村（深谷市川本地区）に至る
62.3km、入間川筋の比企郡伊草村（現川島町）地先の落合橋から荒川合流部に至る5.9km、新河岸川筋の北足
立郡新倉村（現和光市）から岩淵水門に至る11.1kmだった。

○ 大正7、8年に用地買収・工事測量を実施し、大正9年より工事に入っている。工事は河道湾曲部の著しい箇所を先
行するとともに、下流部より順次上流に進める方針がとられた。

○ 荒川中流部において蛇行していた河道を掘削工事により直線化を行い主にその掘削で生じた土砂を利用して連
続した堤防の築堤工事を行った。

○ また、荒川中流部の広い河川敷には、治水効果を高めながら農地を保護するために、通常の堤防に対して直角方
向に築かれた横堤を27箇所（左岸14箇所、右岸13箇所）設けている。

（出典：国土交通省荒川上流河川事務所ホームページ（https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00583.html）より埼玉県河川砂防課で作成

荒川上流改修工事平面図



河川・流域の特徴荒川上流部改修工事 ～川幅日本一～ 7

御成橋

吉見町

鴻巣市

川幅日本一の標柱

川幅日本一の標柱

○ 一般的に河口に向かって徐々に川幅を広がるが、荒川では中流部が広く、特に、河口より６２ｋ地点(鴻巣市と吉見
町間)では、川幅が約２．５㎞となり、河口付近の川幅約０．７５㎞の３倍以上。

○ この広い河川敷は、下流部の都市をはん濫から守るための遊水池としての機能を持っており、これも荒川の大き
な特徴の一つ。



河川・流域の特徴荒川上流部改修工事 ～川幅日本一～ 8

吉見町
鴻巣市

御成橋東吉見第2号横堤

北吉見横堤

平成19年9月7日 台風9号による出水の様子



河川・流域の特徴入間川改修工事 9

○ 入間川はほとんど直角に荒川に合流していたが、新たに新川を開削して合流点を下流5kmの地点に引下げて、荒
川と入間川の間に背割堤を設けて分離を行い、昭和29年（1954年）に完成する。

○ もともと落合橋の上流で合流していた入間川、越辺川、小畔川の合流点を下流側に付け替える工事が、昭和29年
（1954年）に完工した。これにより、入間川と越辺川の合流点が約2km下流に、越辺川と小畔川の合流点が約
1km下流になり、三川がはっきりと分離し洪水がスムースに流れるようになった。

（出典：国土交通省荒川上流河川事務所ホームページ（https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00583.html）より埼玉県河川砂防課で作成

■荒川と入間川との合流点改修 ■入間川・越辺川・小畔川 三川分流工事

明治14年作成の地方迅速図 平成20年作成の地形図
（国土地理院提供）

明治39年作成の地方迅速図 平成20年作成の地形図
（国土地理院提供）

入間川との合流点の改修前、改修後イラスト 三川分流点改修前、改修後イラスト



河川・流域の特徴カスリーン台風（昭和22年） 10

○ 昭和22年9月、房総半島沖を通過した「カスリーン台風」により、
利根川や渡良瀬川では全川にわたり過去最高水位を記録した。

○ 9月15日に渡良瀬川等、16日午前0時15分には利根川合流点
に近い渡良瀬川の三国橋右岸、午前0時20分には北埼玉郡東村
（現加須市）新川通地先の利根川右岸が決壊するなど、利根川流
域全域にわたって洪水被害が発生した。

○ 利根川右岸の決壊による氾濫流は、今の中川・綾瀬川流域を飲
み込み、荒川の氾濫流とも併せ、東京都と埼玉県の都県境にあ
る大場川の桜堤までも決壊させ、葛飾区・江戸川区・足立区の東
京区部にまで達するなど、関東一円に大きな被害をもたらした。

栗橋町・大利根町付近の航空写真
利根川決壊口の様子

（大利根町付近の航空写真）

葛飾区の浸水の様子の写真栗橋町の写真



河川・流域の特徴利根川の主な改修① ～五大引堤～ 11

社会資本整備審議会河川分科会河川整備基本方針検討小委員会第132回資料2より埼玉県河川砂防課で作成

○ 昭和24年～昭和42年にかけて利根川の江戸川分派点から福川合流点間の５地区、延長約23ｋｍの川幅が狭く
流下能力が不足している区間において、堤防を後方に移動する引堤工事を実施し、川幅が100ｍ～200ｍ程拡
幅された。

○ この工事のことは五大引堤工事と呼ばれている。

五大引堤工事実施箇所 ① 川辺村（現：加須市）引堤状況

工事概要

名称 工期（年度） 区間（ｋｍ）
築堤延長
（m）

引堤幅
（ｍ）

補償(棟
数)

新郷村引堤 S24～28年度 左 127.0-132.5 5,300 120 196

川辺・利島村引堤 S28～42年度 左 132.5-139.0 6,500 100 254

羽生・千代田引堤 S32～40年度 右 142.5-151.3 7,750 120 497

五霞村引堤 S40～42年度 左 123.5-128.0 4,500 200 398

行田引堤 S40～42年度 左 153.2-154.8 1,600 80 42

東武日光線橋梁

② 羽生引堤工事状況

旧堤

新堤

利根川

東武伊勢崎線橋梁



河川・流域の特徴利根川の主な改修② ～首都圏氾濫区域堤防強化対策～ 12

○ 平成13年台風第15号の影響により、八斗島上流域では3日間にわたり降雨が続き、総降雨量は約250mmを記
録した。この降雨の影響により栗橋水位観測所においては、氾濫注意水位以上の水位が51時間継続した。

○ この洪水により、利根川右岸の埼玉県加須市大越地先など5箇所で漏水等被災が発生したが、水防団による賢明
な水防活動により、堤防決壊等を防いだ。

○ その後の漏水被災箇所の調査により、過去から幾度も改修工事が行われた堤防履歴の境目や基盤の砂礫層が水
の通り道となっていることが確認されたため、これらの浸透による堤防決壊を防ぐため、堤防断面を拡幅し、堤防
を強化する「首都圏氾濫区域堤防強化対策」を実施中である。

平成13年台風第15号 埼玉県加須市大越地先の状況

堤体漏水：月輪工法による対応

基盤漏水：噴砂を伴う湧水

基盤漏水：釜段工法による対応状況

首都圏氾濫区域堤防強化対策

堤防内の浸透水や、基礎地
盤内の浸透水の漏水を、
堤防を拡幅することで防止

■利根川及び江戸川の右岸堤防（埼玉県深谷市～吉川市）の約66kmを対象に、平成16年度より、堤防断面を拡幅
し、堤防を強化する「首都圏氾濫区域堤防強化対策」を実施

■対策範囲のうち、破堤氾濫時における被害等を考慮し、利根川の東北自動車道（羽生市）から江戸川分派点まで
の約23.5kmと江戸川の分派点から吉川市までの約16ｋｍを先行実施範囲とし、早期完成に向けて対策を実施中

■利根川中流部の左岸堤防についても、堤防決壊時には甚大な被害が想定されるため、利根川と渡良瀬川が合
流する加須市北川辺地区や古河市、板倉町の堤防のかさ上げや拡幅を実施中

社会資本整備審議会河川分科会河川整備基本方針検討小委員会第132回資料2より埼玉県河川砂防課で作成



河川・流域の特徴利根川の主な改修③ ～八ッ場ダム等の洪水調節施設～ 13

上流洪水調節施設による貯留状況と効果

13

令和元年東日本台風（台風第19号）直後の八ッ場ダム

◼ 八ッ場ダムを含む利根川上流ダム群により洪水調節を実施し、基準地点八斗島において、約1mの
水位低下効果を発現した。

◼ 試験湛水中であった八ッ場ダムについては、計画操作を実施した場合に
おいても異常洪水時防災操作を実施することなくダムの運用が可能であ
ったことを確認した。

八ッ場ダムの貯留状況

ダム貯留量

利根川本川流域
（５ダム）

約3,900万m3

吾妻川流域
（試験湛水中の八ッ場ダ

ム）
約7,500万m3

烏・神流川流域
（下久保ダム）

約3,100万m3

利根川上流ダム群
（７ダム）

約14,500万m3

10月11日 八ッ場ダムの状況

10月15日 17:00 八ッ場ダムの状況 基準地点 八斗島におけるダム群の効果

※下久保ダム及び草木ダムでは、降雨予測を踏まえて、事前放流を実施し、洪水調節効果を発揮
（異常洪水時防災操作を回避）

社会資本整備審議会河川分科会河川整備基本方針検討小委員会第132回資料2より埼玉県河川砂防課で作成



河川・流域の特徴近年の主な水害 14

昭和57年台風18号
（浸水被害63,835戸）

伝右川 (草加市 松原団地)

新河岸川 (志木市宗岡付近)

芝川

鴨川(大宮市日進町)

昭和61年台風10号
（浸水被害26,335戸）

平成10年台風5号
（浸水被害2,236戸）

新河岸川(川越市)

新河岸川(川越市)



河川・流域の特徴治水対策 15

○ 時間雨量５０mm程度の降雨を安全に流下させることを目標に河川整備を実施
○ 内陸県であり合流点が多いことから水門、排水機場等を多く整備。一方、老朽化が進行し、維持管
理・更新が課題

○ 下流への負荷軽減のため調節池・遊水地を多く整備。敷地、水面の有効活用が課題

大相模調節池／元荒川（越谷市）

辰井川排水機場／辰井川（草加市）

整備後整備前

埼玉県の排水機場数及び
排水能力は 全国第２位
排水機場数 ４６機
排水能力 約４３０㎥/s 平常時 洪水時（令和元年東日本台風）

住宅

公共駐車場

公民館
（多目的ホール）

東川地下調節池

東川地下調節池／東川（所沢市）

堤防の整備、河道の掘削・拡幅

放水路の整備 排水機場の整備

中川（羽生市）

幸手放水路／中川（幸手市）

調節池・遊水地の整備



16

大門上池調節池びん沼川調節池 新郷多目的遊水地洪水時 洪水時 洪水時

平常時 平常時平常時

グラウンド、キャンプ場、
パークゴルフ場等として利用

イベント・スポーツ活動、
駐車場等として利用

グラウンド、遊具広場、
水辺の観察広場等として利用

○ 身近で見ている・利用しているものでも実は治水に効果があります。
○ 普段、何気なく利用している公園、グラウンド、そして埼玉県のランドマークでもある、埼玉スタジア
ム２〇〇２も河川が増水し発生した洪水などを貯め、水災害を防止・軽減する働きを担っています。

治水対策 ～公園？実は調節池・遊水地～ 16

新郷東部公園埼玉スタジアム２〇〇２



河川・流域の特徴総合治水対策 ～中川・綾瀬川流域、新河岸川流域～ 17

○ 昭和30年代までは農村地帯だったものが、40年代の高度成長期に入ると、東京に近接するという
地理的条件から、都市化が急激に進行

○ 中川・綾瀬川流域と新河岸川流域において、堤防や放水路といった洪水処理施設の整備と、遊水・保
水能力の回復及び流域の降雨流出の抑制などの流域対策との両面から対策を行う総合治水対策に
取り組む

中川・綾瀬川流域の市街化や土地利用の変遷
５％ ２７％ ４３％

昭和３０年 昭和５０年 平成７年
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市街化に伴い
降雨の流出量が増大

●越谷市

●春日部市

●熊谷市



河川・流域の特徴流域対策 18

○ 新規開発に対し、昭和４３年より行政指導で、平成１８年より条例による許可制で、雨水流出抑制施
設の設置を推進

○ 調整池の整備、校庭貯留、住宅各戸への雨水浸透施設の設置等により雨水貯留浸透対策の推進
○ 保水・遊水機能を有する農地の保全や田んぼダムによる貯留機能の確保

雨水貯留浸透対策の推進

浸透ます概念図

住宅各戸への雨水浸透施設の設置

校庭貯留

保水・遊水機能を有する農地を保全
・「見沼田圃農地転用方針（三原則）」

(S40.3）
・「見沼田圃の保全・活用・創造の基本方針」

(H7.4)

保水・遊水機能の保全

令和元年東日本台風において
保水・遊水機能を発揮

新規開発に対する雨水流出抑制施設の設置

・昭和４３年より、１ｈａ以上の開発行為に対し、 調整池
設置の行政指導を実施

・ 平成１８年度に、全国に先駆けて「埼玉県雨水流出抑
制施設の設置等に関する条例」を施行し許可制に
・湛水想定区域内での盛土行為の届け出

平常時

開発規模 対策基準（haあたり）

1.00ha以上 950㎥又は700㎥

0.05-1.00ha 500㎥

0.05ha未満 各戸貯留等を積極的に推進

新規開発に対する対策基準

条例化

大雨時

見沼田んぼの保全（さいたま市・川口市）

見沼田んぼ（芝川）



流域対策 ～公園？実は調整池～

大雨時 地下

地上平常時

アクアパーク（吉川市） 八丁堀公園（三郷市）

普段はバスケットコート、スケートボード
場として利用されていますが、大雨が降っ
た際には、雨水を一時的に貯めます。

一見広々とした活気のある公園ですが、パル
テノン神殿のような地下空間があり、大雨が
降った際には、雨水を一時的に貯めます

○ 市町村において雨水を貯める調整池の整備。平常時は公園等として活用

19



河川・流域の特徴近年の主な水害 20

新方川（春日部市)

せんげん台駅東口（越谷市)

平成27年関東・東北豪雨
（浸水被害4,885戸）

平成28年台風9号
（浸水被害2,113戸）

平成29年台風21号
（浸水被害1,038戸）

新河岸川（川越市)

ふじみ野市元福岡地区

不老川（入間市)



河川・流域の特徴令和元年東日本台風 21

○ 令和元年東日本台風では、県内のアメダス１４観測所の内、１１観測所において日降水量が観測史上１位を更新し、
県内の既往洪水と肩を並べる降雨をもたらした。

○ 埼玉県の河川管理施設は、堤防の決壊２箇所を含む１６４箇所で護岸の崩落等の被害が発生した。
○ 浸水被害では、県内全域で、床上浸水１,９５３棟、床下浸水２,８４８棟が発生した。

と き

都幾川（東松山市）
おっぺ こあぜ

越辺川・小畔川
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2日間雨量（R1東日本台風）

2日間雨量（S22カスリーン台風）

2日間雨量（S33狩野川台風）

2日間雨量（S57台風第18号）

令和元年10月11日（金） 令和元年10月12日（土）

時間雨量 （R1東日本台風）

355.9

350.5

294.2

264.2

※各種降雨データより県が算定（雨量は県内平均値）

気象の概要

県内の雨量観測所における３日間（10月11日～13日）雨量の分布

令和元年東日本台風２日間雨量（10月11日～12日）と既往洪水の比較

写真撮影：株式会社パスコ/国際航業株式会社



都幾川
＜堤防整備、河道掘削、樹木伐採＞

河川・流域の特徴入間川流域緊急治水対策プロジェクト～多重防御治水の推進～ 22

○ 令和元年東日本台風により甚大な被害が発生した入間川流域において、国、県、市町が連携し、「入間川流域緊急
治水対策プロジェクト」を推進中

堤防決壊 延長約30m

九十九川 ＜合流点処理検討⇒調節池、排水機場整備＞

堤内地

都幾川

都幾川



近年の豪雨被害忍川浸水対策重点地域緊急事業 23

荒川

元荒川

河道拡幅

忍川

令和元年東日本台風 浸水範囲

流域対策
（校庭貯留）

土地利用の工夫
（市街化調整区域内における土地利
用規制の強化（都市計画法第34条第

11号の指定の解除））

【凡例】

浸水重点事業区間

行田市

行田市駅

行田市役所

持田駅
ソシオ流通センター駅

東行田駅

吹上駅

行田駅

秩父鉄道

上越新幹線

JR高崎線

県道

下忍橋

樋の上橋

下忍調節池の整備

田んぼダムの取組

位置図
忍川

渡良瀬川

埼玉県

利根川

荒川 江戸川

中川

利根川

神流川

元荒川

武蔵水路

ソフト対策
・中高頻度の
水害リスク情報図作成
・マイ・タイムライン作成

下の池

忍川
市道

校庭貯留（実施例）田んぼダムの取組浸水状況

一時貯留
（田んぼ）排水桝

（オリフィス）

一時貯留
（校庭）

側溝

周囲堤

○ 埼玉県行田市の忍川では、令和元年東日本台風により、床上浸水55戸、床下浸水194戸の甚大な浸水被害が発
生

○ 河道掘削、新たな調節池の整備、校庭貯留、「田んぼダム」等を実施し、早期に地域の安全性の向上を図る
○ 浸水リスクの高いエリアの土地利用規制を強化するなど、コンパクトなまちづくりを検討



河川改修の効果と近年の降雨状況

河川改修の効果 近年の降雨状況

河川整備率は６2.３％まで向上（令和４年度末）
浸水被害家屋棟数は２０年前の約５分の１に減少

24

時間降水量が50mmを超える降雨の発生回数は、
年々増加傾向にあり、平成８年から平成2８年までの
20年間で、発生頻度は約2倍に増加。

（出典：気象庁データより河川砂防課作成）

Ｈ４～Ｈ１３
平均発生回数

2.1回

Ｈ１４～Ｈ２４
平均発生回数

2.８回

Ｈ２５～Ｒ４
平均発生回数

３.９回

５年移動平均線

回帰直線



河川・流域の特徴流域治水 25

○ 「氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策」、「被害対象を減少させるための対策」、「被害の軽減、早期復旧・復興のた
めの対策」をハード・ソフト一体で多層的に進める。

森林整備・治山対策

水田貯留 ため池等
の活用

雨水貯留施設
の整備

バックウォーター
対策

排水機場の整備 リスクが低い
地域への移転

学校施設の
浸水対策

海岸保全施設の整備

雨水貯留・排水
施設の整備

堤防整備・強化

遊水地整備

河道掘削

治水ダムの
建設・再生

利水ダム
の活用

集水域

河川区域

氾濫域

砂防関係施設
の整備

リスクの
高い地域



河川・流域の特徴令和5年6月大雨 26

○ 令和5年６月の大雨により、県南東部の中川・綾瀬川流域を中心に約４０００件という大規模な内水浸水被害が発
生。

○ 埼玉県越谷市、草加市、松伏町を中心に地形的に低い場所において浸水が発生している傾向

一般国道４６３号BP

一般国道４６３号

凡例 ：浸水被害範囲

国土地理院デジタル標高地形図より越谷市ＨＰより

にいがた

新方川（越谷市）

越谷市船渡地区

松伏町外河原地区



河川・流域の特徴中川・綾瀬川緊急流域治水プロジェクト【検討中】 27

【国・県・市町】
・水害リスク情報の公表
・土地利用や住まい方の工夫
・立地適正化 等

【国・県・市町】
・洪水予測
・洪水予報河川等の指定
・雨水出水浸水想定区域の公表等
・水防活動時における情報共有・連携強化
・排水施設の稼働状況の一元的な共有に向けた検討
・小型浸水センサによる流域の浸水状況把握 等

P

P

河道掘削による流下断面の確保

堤防整備による流下断面の確保

【県・市町】
・貯留機能保全区域の指定
・田んぼダム
・校庭貯留
・農業用水路の活用 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

【市町】
・内水ポンプ新設・増強
・下水道（雨水）の整備
・調整池・貯留管の整備 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

被害対象を
減少させるための対策

【国・県】
・河道掘削
・堤防整備
・調節池 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

本川

支川

支川

第2回中川・綾瀬川流域治水協会緊急流域治水部会（令和5年11月8日）資料2-2より作成

○ 令和5年6月大雨による内水被害の軽減に向けて、国土交通省、埼玉県、春日部市、草加市、越谷市、八潮市、三郷
市、吉川市、松伏町が連携し、緊急的に実施する流域治水の取組を「中川・綾瀬川緊急流域治水プロジェクト」とし
てまとめる予定

○ 特定都市河川浸水被害対策法に基づく「特定都市河川」に指定（令和6年3月予定）
○ 市町による内水対策と内水の排水先となる河川における整備を加速化



河川整備 28

見直し後

黒目川（朝霞市）

当初計画（イメージ）



河川整備 29

笹目川／戸田市 川とまちをつなぐ
親水拠点の創出

整備前

整備後

地域のイベントに活用
公園と川をつなぐ傾斜の緩やかな護岸

区画整理によるプロムナードの整備



河川整備 30

元荒川（越谷市）

越戸川・谷中川（和光市）

川に近づけない
見た目が悪い

川に近づけない
通路がない

川との触れ合いが可能に
水際の植生を復元

人々の集いの場を創出
住民が芝桜を管理



河川・流域の特徴河川の管理と利用 31

○ 河川は自然公物、日々のメンテナンスが重要



河川・流域の特徴河川の草刈り 32

担い手
募集中！

豊かで清らかな川が多い「川の国埼玉」

良好な川の保全のため、県は河川の草刈り業務の担い手を募集中！
ぜひ、きれいな川を守るというやりがいのある仕事をしてみませんか？

河川の 刈り

彩の国

埼玉県

@荒川/秩父市



河川・流域の特徴河川の草刈り 33

■ご希望の方は、各県土整備事務所、
または県総合治水事務所へお問いあわせください。

■担当事務所がご不明の場合は、県河川環境課（TEL：048-830-5114
E-mail：a5110-02@pref.saitama.lg.jp）までお問いあわせください。

県

受託者
（自治会、
NPO等の

非営利団体）

委託契約

委託費

草刈り

作業した人の声は・・・業務のイメージ

＼詳しくはコチラ ／

例：幅4m,延長250m
草刈りをした場合
約35,000円です。
3名で作業した場合には、
約半日で終わったそうです
。

作業を通して知り合った仲
間たちとの交流も楽しみの
ひとつになっています。

『地元の河川をきれいにする
』というやりがいもありつつ
、作業をすることで健康にも
良いですね！

埼玉県ＨＰ

埼玉県マスコット
「コバトン」「さいたまっち」



河川空間のオープン化 ～水辺空間とことん活用プロジェクト～ 34

◆ 平成２３年４月に「河川敷地占用許可準則」が一部改正され、地域活性化を目

的とする営業活動を行う民間事業者が河川敷地を利用できるようになった。

⇒河川空間のオープン化

◆ 埼玉県では平成25年度から自然豊かな水辺空間 やこれまでの川の再生で整

備された水辺をとことん活用するプロジェクトを開始。

◆ 民間のノウハウや活力を導入し、水辺に新たな魅力を作り出し、地域外からの

入込み客により地域の活性化を図る。

制 度 概 要

京橋川／広島県 元安川／広島県

イベント施設（ｱｳﾄﾄﾞｱﾗｳﾝｼﾞ、野外ｽﾃｰｼﾞなど）オープンカフェ

全国的に豊かな自然などの観光資源や都市部の貴重なオープンスペースとして、
河川敷地の商業利用が進んでいる。

信濃川／新潟県 大寧寺川／山口県

川床テラス



河川空間を活用した商業利用の事例 35開業箇所数
日本一

ときたまひみつきちCOMORIVER／都幾川（ときがわ町）

名栗弁天河原／入間川（飯能市）

グランピング

バーベキュー

秩父ジオグラビティパーク／荒川（秩父市）

キャニオンスイング

キャニオンフライ

キャニオンウォーク

入間川にこにこテラス／入間川（狭山市）

河川敷初のスタバ



河川・流域の特徴不動産会社のチラシ!? ～調節池の利活用に向けた取組～ 36


